
（３）指導過程 （※太字部分は、「コミュニケーションの深まり」を目指した部分）
時間 学 習 活 動 指 導 上 の 手 立 て 及 び 留 意 点 準 備 物

１ 登校し、朝の活動を Ａ（Ｔ１） Ｂ（Ｔ２） Ｃ（Ｔ３） Ｄ（Ｔ４） Ｅ（Ｔ５）（自室） Ｆ（Ｔ６）（自室）
する。 （手洗い・顔拭き）安定した （挨拶）病棟内のたくさんの （挨拶）生徒からの発声やう （ベッドからの移動）位置が （挨拶）生徒の顔の近くで声 （顔拭き、手拭き）拭く箇所

姿勢でできるように、車椅子 人と挨拶を交わす場面を設け なずきを待ってから言葉掛け 分かるように、生徒の手を車 を掛ける。生徒の動きに合わ を細かく伝えながら行う。
※ 個々の朝の活動は に座って行う。自分で顔を拭 る。 をする。表情を見ながら声量 椅子に触れさせてから両手を せて代弁するような言葉掛け （予定確認）朝の会の係活動
（５）に記載 こうとする気持ちが高まるよ（水分補給、顔拭き、手拭き）を調整したり、触れ合ったり しっかりと支えて移る。 をする。 で発表する内容を確認し見通

うに、教師は顔を拭く動作を ピジョンやタオルなど、使う する。 （歩行運動）転倒しないよう （覚醒）覚醒状態が高まるよ しをもつように、予定発表の
20分 しながら「ごしごし」と言葉 物を見せて伝えてから、行う （体操・外気浴）気持ちを落 に、対面して両手を繋ぎ、生 うに軽快な音楽に合わせて全 録音を行い、再生する活動を

掛けをする。 ようにする。 ち着けて学習できるよう、好 徒の歩く速さに合わせて誘導 身のタッピングをする。また、行う。
（外気浴・天気確認）日々の （天気確認）日々の気候を意 きな歌をかけながら体操や外 する。 季節に合わせたお気に入りの （病室内散策）車椅子に乗車 ｉＰａｄ３台
気候の変化を意識できるよう 識できるように、「今日は暑 気浴を行う。 歌を歌う。 しているときは、移動の感覚 Ｗｉ－Ｆｉ
に、「今日は暑いね」「晴れ いね」「晴れだね」などと言 や振動を味わえるように、動 ２台
だね」などと言葉掛けをする。葉掛けをする。 かせる範囲内で移動を行う。

5分 ２ 集合し、朝の会の準 ・気持ちを活性化させ、朝の会の始まりに気付くように、学習室内に柑橘系の香りを漂わせておく。
備をする。 ・ｉＰａｄ中継が繋がらないときは、ＥとＦは個別の朝の会に切り替える。

・ｉＰａｄで繋がったことが感じられるように、Ｔ１はＥとＦに「朝の会を始めてもいいですか」と問いかけたり、「Ｅ、Ｆさんが映っているよ」と周囲に伝えたりする。
・朝の会では、Ｃにとって音の刺激が強すぎないように、教師は様子を見ながら声や拍手のボリュームを調節する。また、生徒の頑張りを教師が伝え合うときには、 一度

３ 朝の会をする。 に 大きな声が重ならないように気を付ける。
（プログラム係：Ａ） ・係活動をしている友達に注目を促すときには、担任は言葉掛けをできるだけ控え、係活動をしている生徒を支援している教師が「今、○○さんが～（係活動）～をするよ」 プログラムボ

と周囲に伝える。 ード一式
(1)朝の挨拶(司会：Ａ) ・プログラム係が差し棒で叩 ・始まりの挨拶で身体を起こ ・朝の会の始まりを意識でき 差し棒(バトン)

きやすいように、叩きやす すことができるように、背 るよう、司会（Ａ）の言葉 ・Ｔ５、T ６は、歌や呼名の際、ｉＰａｄ中継のタイムラ
(2)朝の歌（Ｄ） い位置にプログラムを提示 ・楽しい気持ちをもてるように、 もたれを少し倒す。 掛けを聞いてから、姿勢を グによる音のずれを防ぐため、ｉＰａｄ音量を随時調整 ＣＤラジカセ

「ラジオ体操の歌」 し、棒を手渡す。 顔を見て語りかけるように 正すよう促す。 する。 ＣＤ
20分 歌う。 音楽スイッチ

・友達の存在を感じやすく、次に自分が呼ばれることが分かりやすいように、呼名のときは差し棒をバトンリレーする。全員でバトンリレーをしている感覚がもてるように、 教材
(3)健康観察（全員） バトンを手渡すときに教師が声を合わせて「バトンタッチ！」と掛け声を掛ける。

・ＥとＦがリレーでつながっている感覚がもてるように、Ｔ５、Ｔ６は同様の差し棒（バトン）をタイミング良く提示し、「バトンがきたよ」と生徒に手渡す。
・生徒が自分なりの方法で返事をしたことが周囲に伝わるように、担任がその様子を言葉にして知らせ、みんなで称賛する。

・バトンを渡すときには、相 ・応答が見られないときは、 ・バトンを見て受け取ること ・スイッチの位置が分かるよ ・画面を通して呼名されるこ ・手を挙げるタイミングが分
手を意識できるように車椅 呼名されたことを意識でき ができるように、バトンが うに、鈴の付いたスイッチ とに気づくように、「○○さ かりやすいように、手に触
子を近づけ、「○○さんに るように再度呼名したり、 近付いてから「～さんから を振りながら近付ける。 ん呼ばれるよ」と呼名の前 れながら名前を呼び、一定
どうぞ」と言葉掛けをする。 呼名のリズムに合わせて軽 バトンが来たよ」と言葉掛 に言葉を掛ける。一定時間 時間待っても手が挙がらな

・バトンをＢに渡す際、Ｔ２ く肩をたたいたりして応答 けをする。 ・呼名されて応答が無かった 待っても返事の仕草が分か い場合は教師と一緒に手を
に意識が向かないように、 を促す。 ・「んんっ」という発声やう ときには、再度呼名する。 りにくいときには、教師が 挙げる。

(4)今日の日付（Ｃ） Ｔ２はＡがＢにバトンを向 なずきがない時は、教師に 「コー」という発声が出な 生徒の表出を伝え返事とす 日付スイッチ
けてからＢの支援をする。 触れることができるよう、生徒 いときでも、眉毛を上下さ る。

(5)今日の天気（Ｂ） ・カードなどの教材を見やす の左手に教師の手を近付ける。 せた場合には返事と認め、
①天気カードの選択と ・朝の会の活動から気持ちが く、つかみやすいように高 ・自分からスイッチに気付い 周囲に伝えて称賛する。 天気カード
発表 それて教具をいじったり、 さを調整して提示する。 て触ることができるよう、 天気マスコッ
②お天気マスコットリ 手遊びをし始めたりしたと CDケーススイッチを生徒の ・バトンやお天気マスコット ト
レー きは、気持ちを切り替えら ・バトンやお天気マスコット 手が届く位置に近付けたり の受け渡しでは、差し出さ

れるように、Ｔ１が教具を を渡したり、係活動をした 軽く叩いたりする。 れたことが分かるように、
(6)今日の予定（Ｅ）（Ｆ） 預かったり、手を左右に振 りしている友達に注目でき ・会の中でうなったり辛そう Ｔ３が「Ｄさんどうぞ」と ・スイッチを押すタイミング 今日の予定ボ

って「違います」と言葉を るように、随時車いすの向 な表情が見られた場合は気持 言葉掛けをしながらＣの手 ・ひもを引っ張ることが分か が分かりやすいように、教 ード
掛けたりする。 きを調整したり「～さんを ちを落ち着けて会に参加でき に教材を触れさせ、握るこ りやすいように、ひもに鈴 師が音声再生機をセット 音声再生機

(7)今月の歌〈鑑賞〉（Ｄ） 見るよ」等と言葉掛けした るように、車いすを前後に動 とを促す。握ることを嫌が を付けて、活動の前に耳元 し、「準備できました」な スイッチ教材
「浜辺の歌」 りする。 かしたり、学習室の後方に移 る時には無理強いせず、Ｔ で優しく音を鳴らす。手が どと言葉掛けをする。

・必要に応じて姿勢を正すよ 動したりする。激しく興奮し ４が代わりに受け渡す。 動いてきたら、大いに称賛
(8)終わりの挨拶（司会） うに言葉掛けをし、一緒に た場合は、気分転換ができる する。

終わりの号令をかける。 ように、一旦退出する。
（４）評価 出入り口 廊下（南病棟入り口→）

①（生徒）・本時のねらいは達成できたか。 ＜配置図＞
②（教師）・自分の係活動に取り組もうとする意欲を高めるための教材・教具の工夫や言葉掛けはできたか。 １階学習室 Ｔ２Ｂ
③（教師）・教材・教具のやり取りを通して、友達への気付き、興味関心、関わりを引き出せたか。 iPad ﾎﾞｰﾄﾞ

Ｔ１
（５）朝の活動の動き Ｃ Ａ
Ａ 南１病棟のプレイルームから移動、手洗い、顔拭き、 Ｄ ベッドから車椅子へ移乗、自室で顔拭き、手拭き、 Ｔ３

外気浴（天気確認） １階学習室での歩行運動
Ｂ 北１病棟の自室から移動、病棟にいる人への挨拶、 Ｅ 南１病棟の自室で顔拭き、身だしなみチェック、体操、 Ｄ CD ﾗｼ゙ ｶｾ

水分補給、顔拭き、手拭き、外気浴（天気確認） 予定表の確認 Ｔ４
Ｃ 北１病棟の自室から移動、水分補給、顔拭き、手拭き、 Ｆ 北１病棟の自室で顔拭き、手拭き、予定の確認、

体操または外気浴、日付の確認 音声再生機への録音・再生、病室内散策 出窓


